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議員名
○賛成　　×反対　　－棄権
※議長は表決に参加しない。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 × × × × ○
○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 長 × × × ○ ○
○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × ○ × ○ ○ ○  × × × × ○

乾 小 徳 植 森 青 笠 近 坂 野 大 石 根 中 海 中 加 藤 西 楠 森 西 秋 斉 戸 野 菅 阿
 田 増 田  野 原 藤 巻 田 塚 原 本 村 老 川 藤 井 川 山 田 尾 間 藤 部 村 野 部
紳 桐 記            原             
一  代 和 亮  久 美 儀 宏 洋 修  彰 功  啓 俊 誠 栄 洋  高 真   浩 治
郎 仙 子 子 二 直 恵 保 一 規 一 治 守 男 一 弘 子 行 之 子 一 段 義 理 滋 誠 考 正

新設小学校の計画から実施設計までを一括して外注させる補正予算（可決）
特定疾病療養者見舞金制度の見直しに関する陳情書（不採択）
「森友学園」「加計学園」問題の真相究明を求める意見書（否決）
憲法尊重擁護義務の厳守を求める意見書（否決）

６
月
22
日
、
副
市
長
に
放
射
能
対
策
の
緊
急
申
し
入
れ
を

行
う
市
議
団
。
近
隣
市
で
基
準
値
を
超
え
る
高
濃
度
放
射

能
汚
染
箇
所
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
内
各
所
の
再

調
査
・
再
点
検
な
ど
を
求
め
、
各
小
中
学
校
の
ビ
オ
ト
ー

プ
の
測
定
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
森
友
学
園
・
加
計
学
園
」
問
題
で
は
、

閉
会
中
の
国
会
審
査
が
い
よ
い
よ
開
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
民
の
世

論
と
運
動
が
勝
ち
取
っ
た
成
果
で
す
。

　

い
っ
ぽ
う
、
６
月
議
会
に
日
本
共
産
党
が

提
出
し
た
『「
森
友
学
園
」「
加
計
学
園
」
問

題
の
真
相
究
明
を
求
め
る
意
見
書
』
は
、
賛

成
13
、
反
対
14
（
流
政
会
の
大
部
分
・
自
民
・

公
明
）
の
１
票
差
で
惜
し
く
も
否
決
さ
れ
ま

し
た
。（
詳
し
く
は
下
記
表
を
参
照
）

　

市
民
に
身
近
な
市
議
会
議
員
が
、
市
民
の

世
論
に
背
を
向
け
て
、安
倍
内
閣
を
「
忖
度
」

す
る…

。
こ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

秘
密
保
護
法
、
安
保
関
連
法
に
続
き
共

謀
罪
法
ま
で
強
行
。
さ
ら
に
「
戦
争
す
る

国
」
へ
と
９
条
改
憲
を
打
ち
出
し
た
安
倍

政
権
の
暴
走
に
、
強
い
怒
り
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

７
月
２
日
投
票
で
行
わ
れ
た
東
京
都
議
会

議
員
選
挙
で
、
自
民
党
は
歴
史
的
な
敗
北
。

首
都
の
有
権
者
は
、
政
治
の
私
物
化
な
ど
に

不
信
を
突
き
付
け
ま
し
た
。

　

世
論
調
査
で
も
29
・
9
％
（
時
事
）
と
支

持
率
が
急
落
。
す
べ
て
の
調
査
で
不
支
持
が

支
持
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。「
支
持
し
な
い
」

理
由
の
第
一
が
「
首
相
が
信
頼
で
き
な
い
」

に…

。
日
本
共
産
党
は
、
解
散
・
総
選
挙
で

国
民
の
信
を
問
え
と
求
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
３
日
、
安
倍
首
相
は
「
憲
法
９
条
に

３
項
を
設
け
自
衛
隊
を
明
記
す
る
。
２
０
２

０
年
に
施
行
を
目
指
す
」
と
表
明
。「
憲
法
９

条
を
空
文
化
す
る
も
の
」
と
批
判
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

６
月
議
会
に
、『
９
条
改
憲
』
に
つ
い
て

井
崎
市
長
は
「
期
限
を
定
め
る
こ
と
な
く
、

慎
重
に
か
つ
十
分
に
議
論
さ
れ
る
も
の
」
と

答
弁
。
拙
速
な
改
憲

論
議
に
否
定
的
な
見

解
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

国
の
た
め
に
命
を
投
げ
出
せ
と
教
え
る
教

育
勅
語
。
１
９
４
８
年
国
会
で
排
除
、
失
効

の
決
議
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
政
府
は
「
教
育
勅
語
を
教
材
と
す
る
こ
と

を
否
定
し
な
い
」
と
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
国
民
主
権
を
基
本
理
念
と
す
る

現
憲
法
と
教
育
勅
語
は
整
合
し
な
い
」、
教

育
長
か
ら
は
「
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
今

後
も
勅
語
の
内
容
を
指
導
し
な
い
」
と
前
向

き
な
答
弁
を
し
ま
し
た
。

自民保守派
公明が反対

「
森
友
学
園
・
加
計
学
園
の
真
相
究
明

　
　
求
め
る
意
見
書
」は
一
票
差
で
否
決
！

力
を
合
わ
せ
、よ
り
良
い
政
治
に

力
を
合
わ
せ
、よ
り
良
い
政
治
に

「
と
ん
で
も
な
い
！ 

政
治
の
私
物
化
」

９条
改憲
「
期
限
を
決
め
ず
に
慎
重
審
議
を
」

市
長
答
弁

教育
勅語
「
教
育
勅
語
の
内
容
を
指
導
し
な
い
」

教
育
長
答
弁

憲法が生きる政治を憲法が生きる政治を 日　本
共産党
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●サラ金、交通事
故、遺産相続、借地
借家、教育、医療、
年金、住宅、パート
労働、介護、その
他、困ったこと、わ
からないこと、ど
んなことでも気軽
におよせ下さい。
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